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11 penggawa ネズミと野豚による被害 no.９に同意
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（番号は聴き取り順） Q8 Q9 保護政策への意見
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１）拙稿「英領マラヤ野生動物保護調査委員会とマレー連合州世論」『徳島大学総合科学部人間社会文化研究』第 24 巻 
2016 年参照のこと。また、調査委員会設置の経緯については、拙稿「英領マラヤにおける野生動物保護政策の展開 １９
２１－３０年」『徳島大学総合科学部人間社会文化研究』第 21 巻 2013 年 61-83 頁参照。 
２）Report of the Wild Life Commission: vol.I General Survey,1932, pp.3-12. 
３）拙稿「イギリス帝国と環境保護－英領南アフリカにおけるハンティングと自然保護政策の起源についての覚え書き－」
『徳島大学総合科学部人間社会文化研究』第５巻 1998 年、「英領アフリカにおける自然保護政策の展開－ウガンダ保護
領 1906-11 年－」『立命館文学』558 号 1999 年、「イギリス帝国と環境保護（２）－クリューガー国立公園の成立－」『徳
島大学総合科学部人間社会文化研究』第１０巻 2003 年 、「英領タンガニーカにおける「自然の創造」－セレンゲティ国
立公園、およびンゴロンゴロ保護区域の経験 １９２０－１９５９－」『立命館文学』605 号 2007 年、J. Carruthers, The 
Kruger National Park: a Social and Political History 1995, T. Lance, "Conservation Politics and Resource Control in Cameroon: the 
Case of Korup National Park and its Support Zone", Paper presented at the African Studies Association Annual Meeting, 4 November, 
1995, T. Ranger, "Whose Heritage? The Case of Matobo National Park”, Journal of Southern African Studies 15(2), 1989, R. 
Neumann, Imposing Wilderness: Struggles over Livelihood and Nature Preservation in Africa, 1998, D. Brockington, Fortress 
Conservation: the Preservation of the Mkomazi Game Reserve, Tanzania, 2002,"The Politics and Ethnography of Environmentalism 
in Tanzania", African Affairs pp.105-418(2006) など参照。 
４）Jeyamalar Kathirithamby-Well, Nature and Nation: Forests and Development in Peninsular Malaysia, 2005, pp.208-226. 英領マ
ラヤでは、１９２０年代までに複数の保護区が存在したが、そのうちの一部が、有名なタマンネガラ Taman Negara 国立
公園の前身であるジョージ五世国立公園に編入されたのは１９３７年のことであり、英帝国下のアジアで唯一国立公園が
設置された事例である。 
５）拙稿「英領マラヤ野生動物保護調査委員会とマレー連合州世論」、とくに 143-8 頁参照。 




９）Report of the Wild Life Commission: vol.I, p.105. 
10）マラカでの公聴会は１９３１年１月２９日から３０日の２日間にわたっておこなわれた。 




の増減（英系の場合 Q.8 にあたる）、野生動物による被害体験（同 Q.9）について語った箇所、それに野生動物保護に関
する見解が表明されている箇所（同 Q.15 以下１１項目の回答にあたる箇所）を要点整理したうえで掲載している。 
12）Report of the Wild Life Commission: vol.I, p.237. 
13）Ibid., p.237. 
14）ペナンでの公聴会は、まず１９３０年１１月２８日に Dindings で、さらに１９３１年３月１８日から２３日の６日間
をかけて、Nibong Tebal、Butterworth、Penang、Balik Pulau の４カ所でおこなわれた。 
15) Report of the Wild Life Commission: vol.I, pp.265-6. 
16) ケランタン州での公聴会は、１９３０年８月３０日に Bertam、３１日に Kuala Pergau、９月１日に Kuala Gris、２日に
Kuala Krai、そして４日に Kota Baru で開かれた。 
17) Report of the Wild Life Commission: vol.I, p.268. 
18) Ibid., p.269. 
19) トレンガヌ州での公聴会は、１９３０年９月６日に Besut で、１０日には Kuala Trengganu、１１日に Kuala Brang、そ
して１２日に Kemaman で開催された。 
20) Report of the Wild Life Commission: vol.I, p.275.  
21) Ibid., pp.278-80.  
22) Ibid., pp.273-4. 
23) Ibid., p.280. 
24) Ibid., pp.76-7. 
25) Ibid., pp.77-8. 
26) Ibid., p.80. 
27) Ibid., p.79. 
28) Ibid., pp.64-5. 
29) Ibid., p.80. 
30) Ibid., pp.80-1. 
31) Ibid., p. 83. 
32) Ibid., pp.81-2. 
33) Ibid., p.83. 
34) Ibid., p.84. 
35) Ibid., p.84. 
36) Ibid., p.85. 
37) Ibid., p.85. 
38) Ibid., pp.87-8. 
39) Ibid., pp.88-9. 
40) Ibid., p.90. 
41) Ibid., p.91. 
- 26 - 
 
42) Ibid., p.94. 
43) Ibid., p.94. 
44) Ibid., p.93. 
45)ケダー州での公聴会は、１９３１年３月２５日に Kulim で、２８日から４月４日にかけては、Baling、Sungei Patani、
Alor Star で、最後に９日から１１日にかけて Langkawi で開かれた。一方、ペリルス州での公聴会は１９３１年４月７日に
は Kangar、８日には Kaki Bukit で開催された。 
46) Report of the Wild Life Commission: vol.I,, pp.241-2. 
46) Ibid., pp.241-2. 
47) Ibid., p.247. 
48) Ibid., p.248. 
49) Ibid., p.248. 
50) Ibid., p.249. 
51) Ibid., p.250-1. 
52) Ibid., p.251. 
53) Ibid., p.251 
54) 委員会はペリルス州の後、パハン州、ケダー州で二日間、追加的な公聴会を開くものの、ペリルス州が最終目的地だ
といって良い。 
55) Report of the Wild Life Commission: vol.I,, pp.254-5. 
56) Ibid., p.255. 
57) Ibid., p.12. 
